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2017年度事業報告書 

活動概況 

活動状況 

2017 年度の都市生活コミュニティセンター（以下、TCC）は、「パンセプロジェクト」として準備を進めてきた、武

庫之荘地域でのサービス付き高齢者向け住宅「パンセ武庫之荘」・小規模多機能型居宅介護事業「パンセ武庫

之荘ホーム」をスタートしました。 

従来からの介護保険事業では「あ・し・す・と（垂水）」「あしすと武庫之荘」「あしすと神戸北」の 3事業所で事業

を展開しました。利用者本位の訪問介護・居宅介護支援事業を進めてきました。しかしながら訪問介護事業を

取り巻く環境の厳しさから、「あ・し・す・と」「あしすと神戸北」の 2 事業所を閉鎖し、武庫之荘に経営資源を集約

する決断をしました。 

ボランタリーな活動を支援する部門は、「ボランティア部門」で、主に地域福祉を担っています。 

「ボランティアグループすまいる」「ミュージックセラピーグループハーモニー」が継続して活動したほか、セル

フケアの取り組みとしての「シャンシャンの会」も継続して活動を続けています。 

 

財政状況 

・2017年度は 3期連続の赤字を計上しました。要因として、下記のことが挙げられます。 

①パンセ事業の立ち上げに伴う初期投資。 

②パンセ事業の入居者・利用者獲得の遅れ。サービス付き高齢者向け住宅は開設時の 2017 年 10 月に 17

室入居の計画でしたが、実際は 3室からの開始となりました。17室を超えたのは 2018年 3月で、計画と大き

く乖離しました。小規模多機能型居宅介護事業も年度末に登録 17 人の計画が 14 人に留まり（17 人到達は

2018年 5月）、計画より遅れています。 

③あしすと事業の収益悪化。介護予防訪問介護事業（介護保険事業）の介護予防・日常生活支援総合事業

（市町村事業）への移行で、要支援利用者の介護報酬切り下げとなり、利用時間数も減少しました。特に下

半期は 3 事業所全てで利用時間数・利用高が減少し、パンセ事業の入居者・利用者獲得の遅れと重なって

運転資金の不足を招きました。 

・収支改善計画を策定し、運転資金の確保のため 2017年 12月に生活クラブ生活協同組合都市生活（以下、生

活クラブ都市生活）から追加融資として 1000万円を借り入れました（返済期間は借入後 1年）。 

・サービス付き高齢者向け住宅の入居者数は改善計画を達成した一方、小規模多機能型居宅介護の利用者

数は改善計画を下回ったことから、万一の支出に備える預かり金として 2018年 4月に個人（理事・事務局 5人）

から計 700万円を預かっています。 

・2016年に締結した生活クラブ都市生活から 2000万円を借り入れた金銭消費賃貸契約は、2018年 6月から元

利共を均等額で返済する計画でしたが、元本返済開始の延期と返済計画の修正について生活クラブ都市生

活と協議を行います。 

・パンセ事業は遅ればせながら改善目標に到達しつつあり、2018 年度は訪問介護事業の集約と合わせて、最

終損益での黒字転換を実現します。 

 

施設管理事業（パンセプロジェクト） 

 【高齢者向け住宅の管理・運営および経営】 

2017年 10月に、武庫之荘地域でのサービス付き高齢者向け住宅「パンセ武庫之荘」を開業しました。パンセ
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武庫之荘は自分たちが運営の決定権を持つ初めての施設です。 

バリアフリー等に配慮した住居施設と小規模多機能のサービスを組み合わせることで、入居者の状況に合わ

せた柔軟なサポートを提供し、在宅で暮らす高齢者を最期まで支えきることを実現すべく活動してきました。3 月

末で 18人の入居者のうち 10人が小規模多機能のサービスを利用しています。 

早期の安定化のために開設時 85%の入居率（17室入居）を目指しましたが、建物完成前の営業活動が遅れ、

開設月の 10月は月末で 3室からのスタートとなりました。その後は 3月末には 18室入居（入居率 90％）に到達

しています。 

食堂では生活クラブ都市生活の消費材を主に用いた安心・安全な食事を提供し、入居者・利用者から好評を

頂いています。 

地域に開かれた施設を目指す一環として設けた地域交流スペースでは、12 月から生活クラブ都市生活の組

合員による喫茶が毎月開催されて、入居者のふれあいの場となっています。また入居者と地域住民による「グル

ーププリンセス」による寄り合いも月 2回開催され、手芸やお菓子作りなどの活動をおこなっています。 

 

1) 入居者数推移 

（全 20室） 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

当初計画（室） 17 17 17 17 17 17 

改善計画（室） - 5 9 12 14 16 

入居者数（室） 3 5 9 11 14 18 

入居率 15% 25% 45％ 55% 70% 90％ 

 

介護保険事業 

1. 小規模多機能型居宅介護の運営 

 【介護保険法に基づく小規模多機能型居宅介護及び介護予防小規模多機能型居宅介護】 

2017年 12月より小規模多機能型居宅介護「パンセ武庫之荘ホーム」を開設しました。都市生活コミュニティセ

ンターとしては初めての地域密着型サービスの取り組みであり、様々な試みを重ねながら運営してきました。 

サービス付き高齢者向け住宅との連携と、「通い」「宿泊」「訪問」のサービスを柔軟に提供することで、常に状

況が変化する利用者に合わせたケアの提供に努めてきました。 

開設月の 12月は定員 12人・登録利用者 8人からスタートし、その後 2月に定員を 18人に拡大。3月末には

登録利用者 14人となっています（うちパンセ武庫之荘入居者 10人）。 

 

1) 利用者数推移 

 11月 12月 1月 2月 3月 

当初計画（人） 4 7 12 16 17 

改善計画（人） - 8 12 14 16 

利用者数（人） - 8 10 13 14 

 

2. 都市生活ヘルパーステーションあしすとの運営 

【介護保険法に基づく訪問介護事業、介護予防訪問介護事業及び介護予防・日常生活支援総合事業、障害者自立支援法に基づく障害者支援

サービス事業】 

 訪問介護事業のサービス提供時間の合計は 13,396時間（保留分除く）で計画比 90%（前年度比 89%）、利用高
（時間） 

（時間） 
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は計画比 92%（前年度比 84％）の 5,228万円となりました。 

訪問介護事業では、介護予防訪問介護事業の介護予防・日常生活支援総合事業への移行が行われました。

要支援利用者の実質的な介護報酬の切り下げとなり、下半期はすべての事業所で時間数・利用高が減少する

厳しい状況となりました。 

訪問介護事業は 2018 年度の制度改定で生活援助の介護報酬切り下げが始まります。このため経営状況の

厳しい「あ・し・す・と」「あしすと神戸北」の 2 事業所を廃止し、経営資源を武庫之荘へ集約し、パンセ事業の強

化と訪問介護事業の整理縮小により、法人全体の経営状況の改善を目指します。 

 

2017年度介護保険事業の計画実績比較 

 あ・し・す・と あしすと武庫之荘 あしすと神戸北 

訪問介護 計画 実績 達成率 前年度 計画 実績 達成率 前年度 計画 実績 達成率 前年度 

時間数（時間） 4,430 4,795 108% 4,701 6,900 5,962 86% 6,681 3,510 2,639 75% 3,671 

利用高(万円) 1,648 1,810 110% 1,725 2,395 2,232 91% 2,254 1,641 1,186 72% 1,781 

居宅介護支援 計画 実績 達成率  計画 実績 達成率 前年度 計画 実績 達成率 前年度 

利用件数（件） 145 139 96%  900 858 95% 777 273 277 101% 349 

利用高（万円） 112 86 77%  726 744 102% 645 182 189 104% 259 

収支（万円） 281 140 50%  345 161 47%  38 -233 -  

 

  上半期 下半期 減少幅 

垂水（訪問） 時間数（時間） 2,621 2,173 ▼448 

 利用高（万円） 1,008 802 ▼206 

神戸北（訪問） 時間数（時間） 1,452 1,188 ▼264 

 利用高（万円） 714 471 ▼243 

武庫之荘（訪問） 時間数（時間） 3,166 2,796 ▼370 

 利用高（万円） 1,159 1,073 ▼86 

 

 1. あ・し・す・と（垂水） 

・「利用者本位・自立支援・予防支援・家族の思いを大切に」の理念を理解し、地域に信頼、安心していただける

事業所を目指し、活動してきました。 

・11月に神戸北より居宅介護支援事業を移し、地域包括支援センターや他事業所との連携強化に努めました。 

・訪問介護事業の上半期は目標を越えて順調に推移しましたが、下半期は長年の利用者のご逝去や入院が相
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次ぎ、時間数・利用高が大きく減少しました。 

・居宅介護支援事業は垂水での利用者獲得が進まず、計画の達成に至りませんでした。 

・事業所全体としては間接経費を含まない状態でようやく収支が均衡という厳しい状態になりました。 

・訪問介護の時間数の回復には今後相応の時間がかかることと、さらに 2018 年 4 月の制度改定で介護報酬の

減少が想定されることから、これ以上の事業は立ち行かないと判断し、2018 年 6 月末での事業所閉鎖を決断し

ました。 

・なお、あ・し・す・と（垂水）の現在のメンバーは（株）明光テック（神戸市西区）の下で後継の事業所の設立準備

を進めており、2018年 5月に神戸市へ指定申請し、7月に事業を開始する予定です。 

 訪問介護事業 居宅介護支援 

 利用者数 時間数（保留除） 利用者数 

合計 470 4794:45 145 

 

2. あしすと武庫之荘 

・「地域のネットワークを大切にし、愛される事業所をめざします」を方針として活動しました。 

・訪問介護の月平均利用時間は 520時間、利用者数は前年を上回る月平均 52人と安定していました。 

・運営メンバーは毎月常任会議を開き、意見交換を行い、より良い事業運営を目指しました。 

・介護予防・日常生活支援総合事業の開始に伴い、サービス提供時間が短くなる中、優先順位を考え、自立し

た支援に努めました。 

・居宅介護支援の利用者数は目標をほぼ達成しました。コンスタントに新規もあり、地域包括支援センターとの

連携も深めています。 

・サービス付き高齢者向け住宅「パンセ武庫之荘」、小規模多機能型居宅介護「パンセ武庫之荘ホーム」のオー

プンに伴い、利用者にとって必要なサービスが提供できるように連携しました。 

 訪問介護事業 障害者福祉事業 居宅介護支援 

 利用者数 時間数（保留除） 利用者数 時間数 利用者数 

合計 616 5962:25 1 2 858 

 

3. あしすと神戸北 

・サービス付き高齢者向け住宅からの撤退後、周辺地域へ展開をはかりました。介護予防・日常生活支援総合

事業の利用者も積極的に受託し、利用者数の増加と将来の時間数・利用高の増加に努めました。 

・前年度に引き続きオレンジカフェを開催し、地元の地域包括支援センターとの連携強化もはかりました。 

・パンセ事業の開始に伴う組織改編で、居宅介護支援事業を 11月に垂水に移行しました。 

・パンセ設立時にスタッフ 2名を削減（パンセに移動）し、人件費の削減を行いました。 

・これらの努力にも関わらず、時間数・利用高を伸ばすに至らず、年間を通じて赤字となりました。今後の事業継

続が不可能と判断し、2018年 4月末での事業所閉鎖を決断しました。 

 訪問介護事業 居宅介護支援 

 利用者数 時間数（保留除） 利用者数 

合計 288 2639:25 277 

 

4.事業所共通 

1) 総会・交流会 

 2017年 5月 28日（日） 12：00～15:00 三宮センタープラザ東館 B1ポルタマリ―（神戸市中央区） 
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 「あ・し・す・と」「あしすと武庫之荘」「あしすと神戸北」のメンバーが集まり、各事業所の事業計画を共有し、親

交を深めました。 

 

5. 介護保険等の高齢者福祉事業に従事する実務者研修 

【地域福祉に関する事業又は活動を行う市民団体のためのリーダー養成・講習会の開催】 

 各事業所で開催・参加した主な研修を下記に掲げます。 

○あしすと武庫之荘 

・身体介護勉強会（他事業所へも呼びかけて実施）： 

あしすと武庫之荘主催の身体介護勉強会を 4回開催しました。2017年度で 6年目を迎え、より実践に近い幅

広い内容と素晴らしい講師をお招きし、すぐ取り組め現場に生かせる勉強会となりました。開催場所や時間を工

夫したことで他事業所からの新メンバーも多く加わりました。 

7 月 10 日（月） 「福祉用具の理解」（会場：ツクイ武庫之荘）、9 月 22 日(金)「福祉用具の理解 リフト」（会場：

ウェルネット）、11月 9日(木)「排泄介助 おむつ」（会場：トレピエ）、1月 19日(金)「身体の基本動作」（会場：トレ

ピエ） 

・地域向けの介護勉強会： 

・武庫之荘北会館で地域の方向けの介護勉強会を開催しました。ヘルパーもともに参加し地域での認知

症高齢者への理解を深めるとともに、関わり方を考えるよい機会となりました。 

6月 12日（木） 「認知症サポーター養成講座」（会場：北会館） 

 

ボランタリー部門（災害救援） 

1. 内外の自然災害における応急救援や生活支援、およびそのために必要な調査、連絡、人員派遣等 

【自然災害の被災者の生活の救援・復興支援のための救援物資調達・配送、募金活動】 

1) 東日本大震災救援活動 

生活クラブ都市生活が開催した大人版リフレッシュツアーに協力し、福島からの参加者にルミナリエ会場

と慰霊と復興のモニュメントのガイドと阪神・淡路大震災以来の活動の解説を行いました。 

 

ボランタリー部門（地域福祉） 

1. ふれあい喫茶 

【阪神・淡路大震災の被災住民の自主的復興活動への支援のための復興住宅訪問・茶話会の開催】 

ボランティアグループすまいるが運営を担っています。HAT神戸脇の浜で実施してきた「ふれあい喫茶すま

いる」は、活動開始から 19年となる TCCの中でも最も長期に渡る活動の一つでしたが、参加者の減少もあり、

2017年度は月一回の開催に縮小し、地元団体への引き継ぎを行い、2018年 3月で活動を終了しました。 

一方で、神戸市中央区のポートアイランドUR団地 67棟集会所にて「すまいるサロン」を開始しました。神戸女

子大学の教授・学生の協力を得ながら、ふれあい喫茶の参加者に加え、認知症とその家族の方々にも来て頂け

るようなふれあいの場を目指して運営してきました。 

・HAT神戸脇の浜｢すまいる喫茶｣  毎月第一水曜日 13：30～16：00 

開催場所 開催回数 活動者数（スタッフ） 参加人数 

HAT神戸脇浜地域福祉センター 12 65 193 

 

・HAT神戸脇の浜｢すまいるサロン｣  毎月第一金曜日 
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開催場所 開催回数 活動者数（スタッフ） 参加人数 

ポートアイランド UR団地 67棟集会所 12 168 109 

◯地域のボランティア活動体験（トライやるウィーク）の受入れ 

12月１日トライやる･ウィーク：港島学園 8回生（中 2）受け入れ。①午前 認知症サポーター養成講座を受講し

サポーターへ。②午後 「すまいるサロン」で喫茶活動体験 高齢者とのコミュニケーションを学ぶ 

 

・東雲診療所｢しののめ喫茶｣ 毎月最終金曜日 10：30～12：00 

開催場所 開催回数 活動者数（スタッフ） 参加人数 

ろっこう医療生協東雲診療所 12 33 169 

 

2. ミュージックセラピー 

【ミュージックセラピーのセッション実施事業およびミュージックセラピスト養成事業】 

1) ミュージックセラピーのセッション実施事業 

 ミュージックセラピーグループ・ハーモニーが、「～届けよう ふれあう心 あふれる笑顔 想いは一つ ハーモニ

ーセッション～」を年間テーマに、6つのグループが下表の通りの活動を実施しました。 

これまでハーモニー内のグループごとに活動してきましたが、グループを解消してハーモニー全体での活動

に転換する準備を進めました。 

 またハーモニーに対しての依頼セッションを 8 ヶ所 21回行いました。 

グループ名 会員 活動地域 活動回数 活動者数 対象者数 

ハーモニー 63人 神戸市北区・中央区・兵庫区・西宮市・伊丹市 21回 159人 632人 

コスモス 39人 尼崎市・神戸市北区 54回 433人 1,302人 

ハミング 24人 神戸市垂水区・須磨区 35回 220人 844人 

レインボー 13人 尼崎市 4回 27人 83人 

銀の星 24人 明石市・神戸市須磨区 22回 164人 548人 

ミュージックすまいる 7人 神戸市中央区・尼崎市 25回 52人 308人 

合計 56人※1  161回 1,055人 3,717人 

※1 重複を除いた実人数。 

 

2) ミュージックセラピーのセッションを担うボランティアの養成事業 

 6月 25日（日）、7月 30日（日）の 2日間に施設体験 1日（受け入れ施設 5 ヶ所）を加えた、第 21期養成講

座を西宮市市民交流センター（西宮市）で開講しました。13人が修了し、11人をハーモニーの会員として迎える

ことができました。 

 

3) 総会 

5月 14日（日） に神戸市立婦人会館（神戸市中央区） で開催しました。 

 

3. 居場所づくりの活動 

【地域福祉に関する事業又は活動を行う市民団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動】 

 ボランティアグループ「カフェボンジュール」が、あしすと神戸北事務所を拠点に喫茶「カフェボンジュール」の

活動“みんなの食堂”として月 2回食事の提供を行いました。またあしすと神戸北の「オレンジカフェ」の運営も担
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いました。 

 あしすと神戸北の事務所が 2018年 4月に閉鎖されることから、今後、場所を移しての活動を検討します。 

開催場所：あしすと神戸北事務所 開催回数 活動者数（スタッフ） 参加人数 

オレンジカフェ 48 161 159 

みんなの食堂 16 86 40 

 

セルフケアの取り組み 

1. シャンシャンの会 

【地域福祉に関する事業又は活動を行う市民団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動】 

 2012 年度の熟年セミナーの修了生を中心にスタートした「シャンシャンの会」は、引き続き月 1～2回のペー

スで活動を行っています。 

毎回、曽和光代先生（神戸親和女子大学名誉教授）指導のもとセラバンドで 2時間ほどの体操を行うほか、熟

年セミナーで学んだ認知症予防の運動も取り入れています。相互扶助の視点から自分たちの将来を考えていく

ことを目的に、会員相互の情報交換を行っています 

開催場所 開催回数 参加人数 

西宮市市民交流センター 21回 126人 

 

2. 社会的課題に関する学習会・講習会・交流会等の開催事業 

【地域福祉に関する事業又は活動を行う市民団体のためのリーダー養成・講習会の開催】 

1) シリーズ熟年セミナーの開催 

TCCの今後に資する学習会を、生活クラブ都市生活と共催で下記のとおり開催しました。 

◯認知症サポーター養成講座 

1月 16日（火） 神戸市勤労会館 講師：楠本美香氏（舞子すみれ園） 

 

（2）自然エネルギー活用を積極的に進め、原発依存しない社会を目指す。 

 生活クラブ都市生活と共催して「日本と再生」上映会を開催しました。 

9月 13日（水） 神戸市勤労会館 舞台挨拶：木村結氏（東京電力株主代表訴訟事務局長） 

 

情報提供に関わる活動 

1.情報提供 

【情報提供】  

 機関紙「News」（A4版2ページ）を年5回発行しました。また引き続き本法人のホームページを利用した情報発

信を行っています。 

 

2. IT事業 

①非営利活動・コミュニティビジネス等公益的活動に関するホームページの運営等 

【非営利活動の情報発信力の強化を支援する事業】 

 印刷事業は新規受注を停止し、関連団体等のニュースレターの作成のみ継続しています。ホームページ事業

は原則として、現在管理しているサイトの管理業務のみ継続受託しました。 
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②その他の事業 

【その他の事業～ホームページ制作管理事業】 

 IT 事業と同内容の事業ですが、相手先が NPO等の場合は特定非営利活動に関わる事業として分類し、それ

以外の場合はその他の事業に分類しています。2017年度は市民派の政治家等のウェブサイトやニュースレター

等の製作を行いました。 

 

他団体との連携 

【地域福祉に関する事業又は活動を行う市民団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動】 

 市民活動団体や高齢者福祉の研究会と様々な連携・協力関係を築いています。2017 年度は以下のネットワ

ーク、団体に参画しました。 

▽ひょうご・まち・くらし研究所（研究員=池田）▽ゆうあいサロン（監事=池田）▽阪神医療生活協同組合（監事=

池田）▽安心システムユナイテッド▽全国地域包括支援システム連絡会 
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組織 

1. 会議 

1) 総会 

・2017年度通常総会 

 日時 2017年 6月 17日（土） 10:40～11：25 

 会場 西宮市市民交流センター B会議室（兵庫県西宮市） 

 出席者 正会員 30人（うち書面議決書 13人） ※正会員総数 38人 

 審議事項 第 1号議案 2016年度事業報告及び活動計算承認の件（全員異議なく承認可決） 

   第 2号議案 2017年度事業計画及び活動予算承認の件（全員異議なく承認可決） 

   第 3号議案 役員の選任の件（満場一致で承認） 

 

2) 理事会 

 開催日 主な審議事項、協議事項、決定事項 出席者 

第 1回 2017年 4月 15日 2017年度事業計画について 理事 8名、事務局 2名 

第 2回 2017年 5月 20日 パンセ武庫之荘のサブリース契約、就業規則改定について 理事 9名、事務局 2名 

第 3回 2017年 6月 17日 2017年度総会議案、就業規則改定について 理事 8名、事務局 2名 

第 4回 2017年 7月 15日 理事長・副理事長の選任、パンセプロジェクトについて 理事 7名、事務局 2名 

第 5回 2017年 8月 19日 パンセプロジェクト、会計について 理事 8名、事務局 2名 

第 6回 2017年 9月 16日 パンセプロジェクト、会計について 理事 8名、事務局 2名 

第 7回 2017年 10月 21日 パンセプロジェクト、資金繰りと修正事業計画について 理事 7名、事務局 1名 

第 8回 2017年 11月 18日 生活クラブ都市生活への融資申し入れについて 理事 8名、事務局 1名 

第 9回 2017年 12月 16日 パンセプロジェクト、会計について 理事 6名、事務局 2名 

第 10回 2018年 1月 20日 パンセプロジェクト、介護職員初任者研修について 理事 8名、事務局 2名 

第 11回 2018年 2月 17日 パンセプロジェクトについて 理事 7名、事務局 2名 

第 12回 2018年 3月 17日 都市生活コミュニティセンター事業再生計画について 理事 7名、事務局 2名 

会場は西宮市市民交流センター（4～3月）。 

 

3) 管理者会議 

 介護保険事業を運営するための管理者会議を毎月 1回（年 12回）開催しました。 

構成メンバーは、介護福祉事業担当理事（佐々木/あしすと神戸北居宅介護支援管理者=10 月まで）=議長、

あ・し・す・と管理者（内橋）、あしすと武庫之荘管理者（橋本/訪問介護、高橋/居宅介護支援）、あしすと神戸北

管理者（寺嶋/訪問介護＝10 月まで、福崎/訪問介護＝11 月から）、あ・し・す・と・管理者（松尾/居宅介護支援

=11月から）、事務局長（福田）です。 

 

4) ボランティア部会 

 都市生活コミュニティセンターのボランタリー活動の発展強化に重点を置いた議論と企画を行うための会議を

毎月 1 回（年 12 回）開催しました。構成メンバーは、理事長（林）、ボランティア担当理事（岡部）、同理事（川渕

克枝）、ボランティア（松井初代）、事務局長（福田）です。 

 

5) パンセ事業協働推進会議、同実務者会議 
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 パンセ事業について、またパンセ事業をきっかけに福祉の取り組みを共に強化していくために、生活クラブ協

同組合都市生活とパンセ事業協働推進会議及び実務者会議を行いました。 

 

2. 会員 

 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 増減 

正/個人 32 36 32 35 35 34 32 29 30 35 34 -1 

正/団体 6 5 5 5 4 4 4 4 4 4 4 ±0 

賛/個人 190 193 207 227 198 189 191 179 186 191 183 -8 

賛/団体 20 20 11 12 8 5 3 4 4 4 3 -1 

合計 219 254 255 279 245 232 230 216 224 234 224 -10 

※会員数は原則として総会開催時点で集計しています。 

 

3. 役員 

 氏  名 他の団体の兼務状況 当法人における経歴 

理事長 林 佳子  
’11.7 理事 

’11.7 理事長 

副理事長 佐々木 京子  

’03.11 理事 

’07.7 理事長兼務介護福祉事業担当部長 

’11.7 副理事長兼務介護福祉事業担当部長 

理事 池田 啓一 

NPO法人災害看護支援機構理事 

NPO法人ひょうご・まち・くらし研究所監事 

NPO法人ゆうあいサロン監事 

阪神医療生活協同組合監事 

’01.8 理事 

’01.8 理事兼務事務局長（～’09.3） 

’09.4 理事兼務ソーシャルコート神戸北管理者

（～’16.3） 

理事 川渕 克枝  ’17.6理事 

理事 岡部 眞紀子 
ボランティアグループすまいる代表 

ミュージックセラピーグループハーモニー代表 
’05.7 理事 

理事 角田 学 生活クラブ生活協同組合都市生活専務理事 ’01.8 理事 

理事 山下 尚子 生活クラブ生活協同組合都市生活理事長 ’15.6 理事 

理事 福田 和昭  
’09.4 事務局長 

’09.11 理事兼務事務局長 

理事 石川 雅可年 生活協同組合エスコープ大阪専務理事 ’17.6 監事 

監事 王隠堂 政見 農事生産法人有限会社王隠堂農園代表 ’02.6 監事 

 

4. 事務局 

1) 事務局体制 

事務局スタッフ 福田 和昭 

吉田 英津子 

事務局長 

出納責任者 

 松井 一郎 事務補助 

 

2) 事務所所在地 

事務所 兵庫県神戸市垂水区下畑町 1815-31 

 



 

  



 

科目
特定非営利活動

その他の事業 合計
に係る事業

　　　　　　支払手数料 1,389,793 400 1,390,193
　　　　　　新聞図書費 22,683 22,683
　　　　　　広告宣伝費 1,084,886 1,084,886
　　　　　　交際費 8,318 8,318
　　　　　　雑費 283,816 283,816
　　　　　　雑損失 2,098 2,098
　　　　　　支払利息 185,196 185,196
　　　　　　その他経費計 25,986,677 73,585 26,060,262
　　　　事業費計 97,607,815 73,585 97,681,400
　　２．管理費
　　　　（１）人件費
　　　　　　役員報酬 4,260,000 4,260,000
　　　　　　給料手当 2,337,806 2,337,806
　　　　　　法定福利費 1,953,194 1,953,194
　　　　　　退職給付費用 120,000 120,000
　　　　　　通勤費 93,336 93,336
　　　　　　福利厚生費 23,501 23,501
　　　　　　人件費計 8,787,837 8,787,837
　　　　（２）その他経費
　　　　　　支払報酬 60,000 60,000
　　　　　　業務委託費 222,223 222,223
　　　　　　諸謝金 41,249 41,249
　　　　　　印刷製本費 40,000 40,000
　　　　　　会議費 33,125 33,125
　　　　　　旅費交通費 204,756 204,756
　　　　　　通信運搬費 183,237 183,237
　　　　　　消耗品費 179,056 179,056
　　　　　　水道光熱費 61,617 61,617
　　　　　　地代家賃 355,560 355,560
　　　　　　賃借料 119,568 119,568
　　　　　　保険料 570,528 570,528
　　　　　　諸会費 31,250 31,250
　　　　　　租税公課 1,067,437 1,067,437
　　　　　　研修費 15,167 15,167
　　　　　　支払手数料 47,233 47,233
　　　　　　広告宣伝費 31,000 31,000
　　　　　　交際費 16,550 16,550
　　　　　　雑費 1,260 1,260
　　　　　　その他経費計 3,280,816 3,280,816
　　　　管理費配賦 ▲ 38,811 38,811
　　　　管理費計 12,029,842 38,811 12,068,653
　　経常費用計 109,637,657 112,396 109,750,053
　　　当期経常増減額 ▲ 25,760,662 158,213 ▲ 25,602,449
　　　経理区分振替額 158,213 ▲ 158,213
　　　税引前当期正味財産増減額 ▲ 25,602,449 ▲ 25,602,449
　　　法人税、住民税及び事業税 182,011 182,011
　　　当期正味財産増減額 ▲ 25,784,460 ▲ 25,784,460
　　　前期繰越正味財産額 2,962,438 2,962,438
　　　次期繰越債務超過額 ▲ 22,822,022 ▲ 22,822,022



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 




